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新井　太一 １．安心安全に暮らせるまちづ
くりについて

１．町の防犯カメラ設置整備の推進につい
て
　犯罪抑止等に一定の効果を上げている防
犯カメラだが、町内の設置は進んでおら
ず、公共施設周辺や公園、バス停等の人が
集まる場所に防犯カメラが必要と思われる
が、町の考えについて伺う。

２．町の防犯灯の計画的な設置整備につい
て
　町内には道路沿いに防犯灯や街路灯が設
置されているが、まだ数が少なく、暗く危
険な箇所が多くある。
こうした危険箇所などには、町独自で防犯
灯を計画的に設置する考えがあるのか伺
う。
　併せて、防犯灯設置の現状と実績も伺
う。

一般質問（令和４年第４回定例会）

川浦　雅子 １．経済対策と子ども支援につ
いて

１．食料配布と学校の長期休み中の子ども
食堂の拡充について
　経済状況が厳しい子ども達に、町でも食
料支援をしているが、全国的には地域と連
携して課題を解決しており、農林水産省が
まとめた事例でも、「来てほしい人や家庭
の参加」「会場の確保」などを主要課題と
している。
　幅広い方に食料支援を利用していただく
ためにも、町施設を会場にしての食料支援
や、夏休みなどで学校が長く休みの時は支
援回数を増やすなどの取組も必要と思う
が、町の考えを伺う。

２．介護予防について
（追跡質問）

１．農作業による健康維持増進と地域振興
について
　全国では地域と連携した取組みにより、
介護予防の成果を上げている自治体があ
る。
　町の介護予防対策の現状と、子ども農園
同様に「農業と福祉の連携」による取組を
高齢者に広げることで、介護予防に繋がる
と思うが、町の考えを伺う。
　また、農産物の出荷に繋がれば、収入も
増え、生きがいや励み、耕作放棄地対策に
もなると考えられることから、「農業によ
る介護予防」について、町の考えを伺う。



堀川　光宣 １．小学校教育の充実について １．質の高い教育環境について
　少子化の影響や、９月定例議会の答弁を
踏まえ、子ども達のことを第一に考えた豊
かな心や社会性を育む教育の推進、質の高
い教育について、町の考えを伺う。

２．熱中症やコロナ対策につい
て

１．小学生に晴雨兼用傘の配布について
　小学校児童の登下校を見守っていると、
日傘は熱中症やコロナ対策にも有効と感じ
ている。また、目立つため安全面でも良い
と考えている。
　年々猛暑が増えていることから、登下校
時も気温や暑さ指数が高い状況が続くと思
うので、町の認識と小学生児童に晴雨兼用
傘を配布することについて、考えを伺う。

３．デュアルスクールについて １．区域外就学制度について
　デュアルスクールは子どもたちの貴重な
学びの機会に繋がると思うので、今後の町
の学校教育を考えるうえでも、検討・取組
は有効と感じている。
　また、他市町の様子や考え方を聞くこと
の大切さも分かるとともに、都市部の田舎
を知らない子どもの価値観を育むとも思う
ので、デュアルスクールに対応した区域外
就学に取り組む考えはあるか伺う。

川浦　雅子 ３．化学物質過敏症等について １．電磁波や香り等で健康を害している方
が居ることの周知について
　環境省は、環境中の微量な化学物質によ
る健康影響に取り組んでおり、埼玉県でも
「香りエチケット」チラシによる啓発に取
り組んでいる。
　しかし、電磁波や香り等の影響が重症化
すると、仕事や学業、普段の生活も困難に
なることを理解されている方は少ないこと
から、町の現状認識と周知啓発に取り組む
考えはあるか、伺う。

柴崎　愛子 １．役場職員の健康増進につい
て

１．デスクチェアーとしてバランスボール
導入について
　全国の自治体で職員の健康増進を目的に
バランスボールを導入している。埼玉県内
でもふじみ野市が既に取り組んでいる。
　職員の腰痛・肩こり対策、集中力アッ
プ、心身健康などの健康増進のため、バラ
ンスボールを事務椅子の代わりに導入して
はどうか。
　さらに、机も見直すことで、より職場環
境の改善に繋がると思うが、町の考えを伺
う。



四方田　繁男 １．町の組織体制について １．課題解決に向けた組織体制の取組につ
いて
　来年度、新総合支所が開設予定となり、
町民の期待も高まるなか、より良い行政運
営に必要な新総合支所の組織体制が必要と
考えている。
町として、地域の現状をどのように認識
し、どのような組織体制で課題解決に取り
組んでいく考えなのか、具体的な行政機能
強化の取組を伺う。また、新神泉総合支所
には、新たにどのような行政機能を設ける
のか町長の考えを伺う。

坂本　貴佳 １．町道インフラ管理について １．人家密集地の排水路ついて
　町道の安全確保を図るため、排水路の改
修整備をどのように考えているのか。

２．危険な通学路について
　町内の通学路には危険と思われるところ
もあるが、通学路周辺の開発行為を審議・
許可するなかで、どのような検討と認識を
もっているのか、伺う。

３．道路に関する総合な整備計画について
　道路の維持管理や通学路の安全確保も長
期的・俯瞰的な道路整備計画のもとに進め
る必要があると考えているが、道路整備に
対する現状認識と今後の考え方を伺う。

２．グリーンベルト設置促進に
ついて
（追跡質問）

１．グリーンベルトの取組状況と対策につ
いて
　通学路の安全確保にはグリーンベルトは
有効と考えている。今までの取組と町の認
識、対策について再度、伺う。

２．冬桜の宿神泉について １．冬桜の宿神泉の今後の運営方針につい
て
　冬桜の宿神泉は現在休館となっている
が、今後どのように施設として運営または
活用していくのか。また、指定管理者制度
を継続していくのかも含め、今後の運営方
針について町長の考えを伺う。

田中　隆久 １．町の土地利用と企業誘致に
ついて

１．土地利用計画の調整及び企業誘致によ
る町内産業の発展について
　人口減少が町の課題の一つであるが、企
業誘致促進エリアと優良農地が重複してい
るため、土地利用計画を見直し調整してい
く考えはあるか、伺う。
　町内産業の発展に向けて、企業誘致をど
のように進めていく考えであるか。

３．町所有の未使用地について
（追跡質問）

１．未使用地の現状と活用について
　未使用地に対して、質問後の取組と現状
を伺う。また、今後の活用方法をどのよう
に考えているのか。



野口　弘吉 １．来年度の町一般会計の予算
編成について

１．歳入確保について
　新型コロナウイルス感染症の拡大による
経済活動の停滞で、町税等の先行きが不安
ななか、今後のまちづくりにおいて、どの
ように歳入を確保していくのか、方針を伺
う。

２．帯状疱疹の予防接種につい
て

１．帯状疱疹への予防接種の助成について
　県内でも帯状疱疹ワクチン予防接種に助
成している自治体が増えてきている。ワク
チン接種は症状発症が軽くなり治療期間も
短くなることから、医療費の軽減にもつな
がっている。
　帯状疱疹ワクチンの認識と、今後、予防
接種に助成していく考えはあるか伺う。

３．子どもの権利条例について １．子どもを守るための条例の制定につい
て
　子どもを取り巻く環境のなかで、いじ
め、虐待、ヤングケアラーなど様々な課題
が深刻化していることから、子どもを守る
ための条例制定を提案するが、町はどのよ
うに考えているか。

赤羽　奈保子 １．空家・空き地対策について
（追跡質問）

１．改正民法第233条に対する今後の町の方
針について
　令和５年４月１日から、民法の改正法が
施行され、第233条に対しての取り扱いが変
わることになった。
　改正法施行を見据えて、周知啓発をはじ
め、町条例整備も必要に思うが、町の取組
状況及び認識・考えを伺う。

２．小水力発電の検討について
　小水力発電の導入には、水利権や許認可
など、複雑な手続きがあると思うが、町の
歳入増加や再生可能エネルギーの活用の可
能性からも、小水力発電の事業化を検討し
てはどうか。

２．国道２５４号本庄藤岡間バ
イパス及び新橋の早期実現につ
いて

１．県の動向や町の考えについて
　新橋及びバイパス路線を新設することに
より、県境での交通渋滞が解消されるとと
もに、地域の発展に繋がることが期待され
ることから、藤武橋と国道４６２号神流橋
の間に新橋建設及び取り付け道路の整備に
向けて、藤岡市や本庄市と「国道２５４号
本庄藤岡間バイパス建設促進期成同盟会」
を組織し、毎年、埼玉県に要望している。
　国道２５４号本庄・藤岡間バイパス及び
新橋の早期実現に向けて、県の動向や町の
考えを伺う。



福島　康弘 １．キャッシュレス決済とまち
づくりについて

１．地域活性化の促進について
　人口減少が続くなか、地域活性化が本町
当面の課題と考えている。秩父地域では、
早くからキャッシュレス化の官民連携に取
り組み、近隣市町でもキャッシュレス決済
事業者と連携し、市町内対象店舗でのお買
い物に対して、プレミアムポイントを消費
者に付与し、成果をあげている。
　町でも公共料金支払いにキャッシュレス
決済を導入しているが、近隣市町同様の
キャッシュレス決済事業を進めてはどう
か。


